
～ 現在 氏名 湯川　隆子

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】　（主要なもの）

　【学内活動】（学内職歴を含む・主要なもの）

H15年度～H17年度学術振興会・科学研究費(基盤研究Ｃ)：

・H13年7月～H15年12月 大学設置・学校法人審議会 大学設置分科会専門委員会委員(文部科学省)
・平成17年4月～平成19年3月 学術振興会科学研究費委員会専門委員(教育心理学部門)
・平成16年4月～平成17年3月 放送大学奈良学習センター客員教授
・平成17年8月  放送大学奈良学習センター・集中型面接授業講師(「生涯発達心理学とサクセス
フル・エイジング」)

専門分野

所属学会

研究課題

         平成14～16年度　　教 育 研 究 業 績 書

取得学位

2003年奈良大学在職期間

最終学歴

日本心理学会、日本教育心理学会、日本発達心理学会、日本社会心理学会、日本家族心理学
会、日本グループダイナミックス学会、SRCD(The society for Reaserch of Child
Development)、ISSBD(The International Society for the Study of Behavioural
Development)

ジェンダーの視点から見た生涯発達心理学

1974年3月京都大学大学院教育学研究科博士課程(教育方法学専攻)単位取得満期退学

教育学修士

発達心理学 ・社会心理学



① 『文化行動の社会
心理学』「文化と
ジェンダー」

単

②

③

④

⑤

① 高齢者のジェン
ダー特性とサクセ
スフル・エイジン
グ─予備的検討─

単

② ジェンダー認知の
変容とその測定方
法の検討

共

③

④

⑤

⑥

⑦

奈良大学紀要 vol.33,81-
93.

奈良大学紀要vol.32,135-
157.

2004年3月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

2005年3月

2005年3月 北大路書房

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

著書､学術論文等の名称

高齢者の両性具有的なジェンダー特性
とサクセスフル・エイジングの関連性
を面接によって事例的に検討したもの
(予備的検討)

石田勢津子との共著。ジェンダー認知
のありようや特徴を把握する上で、何
を指標あるいは測度とすべきかについ
て、従来の尺度や面接・自由回想法な
どについて批評した。

高木修(監修)金児暁嗣・結城雅樹(編)
『シリーズ21世紀の社会心理学』3卷1
章「文化とジェンダー」を執筆。性に
関わる人間の発達を構想する上でこれ
までの生物的蜷絶対的二分性(sex)に
基づいた枠組みや理論から、相対的多
様性を前提としたジェンダーのパラダ
イム、モデルに変換する必要性を生涯
発達の視点から提起したもの。

（著書）



① ジェンダー認知の
把握測定における
妥当性の検討─大
学生における自己
の性別認知との関
係から─

共

② Japanese
Transision of
Gender Cognition
for the Last
Twenty Years.
( 日 本 に お け る
ジェンダー認識の
ここ２０年にわた
る推移)(ポスター
発表)

単

③ 学会シンポジウム
( 開 催 校 及 び
ジェンダー研究会
主催)『フェミニ
スト心理学の課題
─ジェンダーの社
会病理・家族病理
と向き合うことか
ら─』

共

④ 学会シンポジウム
( 開 催 校 及 び
ジェンダー研究会
主催)日本の心理
学における女性の
位置─研究の対
象・主体として─

共

①

②

③

日本心理学会第68回大会シ
ンポジウム(関西大学)

2004年9月

2004年4月

2003年9月

2004年9月

（その他）

日本女性の置かれてきた位置や地位に
ついて、これまでは研究対象としてし
かみなされなかった女性を、人間主体
として見ていくには、どのようなアプ
ローチが必要かを議論した。湯川は司
会を担当した。

石田勢津子との共同発表。ジェンダー
認知のありようや特徴を把握する上
で、何を指標あるいは測度とすべきか
について、既存の尺度を大学生を対象
に調査し、その妥当性について検討し
た。

1970年代から1990年代にかけて、日本
の主に大学生のジェンダー特性語に対
する認知がどのように変化したかの調
査研究報告。

フェミニスト心理学が目指すべき課題
の一つとして、社会や家族に生じてい
る様々な病理現象に焦点を当てて、こ
うした課題にどうアプローチすべきか
を議論した。湯川は企画・司会を担
当。

（学会発表）

日本教育心理学会第46回総
会発表論文集,476.(富山大
学)

GDRC(1st Gender
Development Research
Conference),San.USA.

日本心理学会第67回大会シ
ンポジウム(東京大学)


